
学校法人ISI学園　専門学校東京ビジネス外語カレッジ

シラバス

１．本授業科目の基本情報

講義名（コード）

対象コース CM1 単位数

TCM118 TCM_キャリアデザインⅡ

授業担当者  米村 真識 時間数

科目名（コード）

対象学科 国際コミュニケーション学科 配当学年 １年生

TCM118 TCM_キャリアデザインⅡ

2単位30

実務者教員特記欄

２．本授業科目の概要

到達目標・目的
希望する進路に応じてグループごとにインターンシップやオープンキャンパスなどに主体的に参加し、調査

発表する。

成績評価教員  米村 真識 講義期間 秋期

実務者教員 いいえ
履修区分 必修

３. 本授業科目の評価方法・基準

評価前提条件 下記基準に従う。出席は2/3以上が必要となる。1/3以上の欠席の場合、自動的に落第となる。

評価基準
知識（期末試験点）

60％

自己管理力（出席点）

30％

協調性・主体性・表現力（平常点）

10％

全体の内容と概要
 日本社会を知り、自身の興味と照合させ、自らが目指す業界や職種・企業を決めることを行う。

授業時間外の学修
日本の企業文化を知り、海外との雇用環境の違いを理解しつつ学校卒業後の進路について主体的に調査・研

究し具体的な行動をすることができるようにする。

履修上の注意事項等
進捗の状況により変更する場合があります。

評価方法 期末試験の点数
出席率X 0.3

（小数点以下切り上げ）

授業中の活動評価点

（5点を基準に加点・減点）

成績評価基準

評価 評価基準 評価内容

S 90～100点

C 60～69点 合格と認められる最低限の成績を表し、到達目標を達している。

D 59点以下
合格点と認められる最低限の成績に達しておらず、到達目標を充足

しておらず単位取得が認められない。

特に優れた成績を表し、到達目標を完全に達成している。

A 80～89点 優れた成績を表し、到達目標をほぼ達成している。

B 70～79点
妥当と認められる成績を表し、不十分な点が認められるも到達目標

をそれなりに成している。

F 評価不能 試験未受験等当該科目の成績評価の前提条件を満たしていない。



1
オリエンテーション 後期授業の方針説明/今後の就職活動/進学活動スケジュールの確認/進路希望調査/外

国人留学生は特定技能１号（外食）マイページ登録

2
後期の目標進捗発表 前期に立てた自己の目標の進捗を振り返る。進路希望ごとに集まり「あるべき姿」に

ついて話し合う。

４．本授業科目の授業計画

回 到達目標 授業内容

5
生成AIを自己PR作成に活用する。 生成AIを活用して自己PRを作成する。自分の性格的特徴や長所、エピソード（イン

ターンシップ、アルバイト、ボランティアほか）をプロンプトに書いて発表。

6
起業について知る グループごとに企業のメリット、リスクについて調べ発表する。外国人留学生は「経

営・管理」ビザについて調査する。

3
進学についての理解を深める 3年次編入のスケジュール、応募条件、海外留学への準備スケジュール

4
自己理解 自己理解ツール（エゴグラム）を活用して自身の性格的特徴、得意分野を知る。グ

ループ毎に集まり自分の特徴について発表する。

9
履歴書作成① 学校指定履歴書用紙に記入する。パソコンを使用してもよい。学歴・職歴欄の作成。

添え状（送付状）の書き方・（職歴がある場合）職務経歴書の書き方

10
履歴書作成② 自己PR文作成・志望動機の作成

7
就職活動の選考試験① 面接選考の種類（グループ面接、個人面接）、筆記試験の種類、エントリーシート、自己PR動

画について調べる。代表者が模擬面接を受けて全員で振り返りを行う。

8
業界研究・求人票の見方 企業研究・業界研究をおこない自己の将来の進路選択の一助とする。就職支援アプリ

（マイナビなど）の登録

13
キャリアガイダンス 就職活動早期化に伴う自己管理、スケジュール管理を行う。キャリアデザイン授業の

総復習。

14 期末試験 履歴書作成

11
就職活動の選考試験③ グループディスカッション対策。金魚鉢方式により代表者がグループディスカッショ

ンを行い、全員で振り返りを行う。

12
外国人留学生のための在留資格ガイ

ダンス/就活キックオフ

外国人留学生のための在留資格、就職活動の進め方/就活早期化に伴う注意点・総括

参考文献・資料等 外国人留学生のための就職ガイド（日本学生支援機構）

備考

15 追試・フィードバック Feedback

５．本授業科目の教科書・参考文献・資料等

教科書  


